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株
式
会
社 

セ
イ
キ

いちおし我が社の

装栄株式会社

SOHEI かわら版

本社社屋

ビルクリーニング技能検定練習用会場

　

弊
社
は
一
九
七
二
年
の
創
業
以
来
「
必
要
な
モ
ノ
を

必
要
な
と
き
必
要
な
場
所
に
お
届
け
し
ま
す
。」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
五
十
年
間
お
客
様
と
と
も
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
商
品
を
お
届
け
す
る
だ
け

で
な
く
ど
う
す
れ
ば
よ
り
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
か
、
ま
た
ど
う
す
れ
ば
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に

貢
献
で
き
る
か
を
考
え
た
時
出
て
き
た
答
え
の
一
つ
が
、

二
〇
〇
三
年
創
刊
の
「
装
栄
か
わ
ら
版
」
で
し
た
。
十

九
年
に
渡
り
お
客
様
が
求
め
る
情
報
を
紙
ベ
ー
ス
の
印

刷
物
と
し
て
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
時
代
と
逆
行
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誰
も
が
気
軽
に
手
に
取
っ

て
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
現
在

一
三
四
号
ま
で
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
情
報
発
信
の
別
の
手
段
と
し
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
し
「
石
材
」
や
「
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
始
ま
り「
ド
ロ
ー
ン
」に
よ
る
調
査
や
最
近
で
は「
Ｉ

Ｔ
」
関
連
等
必
要
と
さ
れ
る
情
報
に
時
代
の
流
れ
を
感

じ
ま
す
。
さ
ら
に
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
」

が
注
目
さ
れ
だ
し
た
頃
、
新
社
屋
の
建
て
替
え
に
合
わ

せ
二
〇
〇
七
年
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
技
能
検
定
練
習
用
会
場
」
も
あ
り
ま
す
。
実
際
の

試
験
会
場
と
同
じ
資
機
材
と
コ
ー
ト
を
設
置
し
受
験
さ

れ
る
方
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
練
習
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
開
放
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
十
月
か
ら
翌
年
一
月
ま

で
一
日
も
空
く
こ
と
も
な
く
予
約
で
埋
ま
り
、
汗
を
流

し
な
が
ら
練
習
に
打
ち
込
む
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
で
皆

様
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
肌
で
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
維
持
し
つ
つ
今
後
ど
う
す
れ

ば
将
来
に
渡
っ
て
お
客
様
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
装
栄
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
か
が
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

世
間
で
は
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
と
い
う
言
葉
の
も
と
各
種
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

用
い
た
業
務
フ
ロ
ー
の
改
善
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
弊
社
で
も
そ
の
流

れ
の
も
と
社
内
に
も
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
り
効
率
化
を
す
す
め

新
た
な
変
革
に
挑
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
社
内
に
も
目
を
向
け
「
健
康
経
営
」
も
重
要
課

題
と
と
ら
え
二
〇
二
一
年
に
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

健
康
経
営
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
、
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
結
果
的
に
企
業
業
績
向
上
や
企
業
競

争
力
向
上
の
効
果
も
得
ら
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
代
表
に
就
任
し
て
三
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
過
去
の
伝
統

を
活
か
し
つ
つ
企
業
の
永
続
的
存
続
と
成
長
を
目
指
し

次
世
代
社
会
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
精
進
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
貴
社
の
益
々

の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
取
締
役　

山
田　

淳
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不
活
性
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）

　
　
消
火
設
備
の
事
故
に
注
意
喚
起
！

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

　

近
年
、
不
活
性
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
消
火
設

備
の
誤
操
作
に
よ
っ
て
、
消
火
剤
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
等
が
誤
っ
て
放
出
さ
れ
、
死
傷
者
を
出
す
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
様
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
不
活
性
ガ
ス
消
火

設
備
を
設
置
す
る
事
業
所
や
工
事
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〇
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
（
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
）
と
は

　
　

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
は
、
電
気
室
や
機
械

式
立
体
駐
車
場
な
ど
の
空
間
に
不
活
性
ガ
ス
を

放
出
し
、
火
災
を
消
火
す
る
設
備
で
す
。

　
　

消
火
の
た
め
放
出
さ
れ
る
不
活
性
ガ
ス
に
は
、

二
酸
化
炭
素
・
窒
素
・
I
G-

5
4
1
ガ
ス
な
ど

が
あ
り
、
中
で
も
二
酸
化
炭
素
は
、
麻
酔
性
が

あ
り
、
一
定
以
上
の
濃
度
に
達
す
る
と
人
命
危

険
が
生
じ
ま
す
。

　
　

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
（
二
酸
化
炭
素
）
の

起
動
方
式
は
、
手
動
式
と
自
動
式
が
あ
り
ま
す
。

建
物
が
無
人
の
場
合
等
以
外
は
、
手
動
式
と
す

る
よ
う
に
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
が
設
置
さ
れ
た
施
設

で
保
守
作
業
等
を
行
う
場
合
は
、
建
物
関
係
者

と
作
業
者
の
双
方
が
作
業
内
容
や
消
火
設
備
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
十
分
に
共
有
し
、
不
活
性

ガ
ス
に
よ
る
事
故
防
止
に
配
意
が
必
要
で
す
。

〇
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
以
下
に
注
意
が
必

要

　
　

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
防
護
区
画
内
で
保

守
作
業
や
改
修
作
業
を
す
る
場
合
は
、
建
物
関

係
者
と
作
業
員
の
方
は
、
作
業
開
始
前
に
次
の

情
報
を
十
分
に
共
有
す
る
事
が
重
要
で
す
。

 

・
作
業
の
内
容
（
作
業
概
要
・
作
業
場
所
等
）

 

・
二
酸
化
炭
素
の
危
険
性
・
消
火
設
備
の
設
置
状

況
・
操
作
方
法

 

・
災
害
発
生
時
の
対
応
・
情
報
伝
達
方
法

 

・
工
事
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
旨
を
建
物
関
係
者
、

利
用
者
に
必
ず
周
知
が
必
要

 

・
ガ
ス
系
消
火
設
備
の
機
能
、
取
扱
方
法
、
放
出

時
の
対
応
要
領
等
に
つ
い
て
、
消
防
用
設
備
等

点
検
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
建
物
関
係
者
に
周

知
が
必
要

事
故
事
例
１

　

令
和
２
年
、
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
の
ホ
テ

ル
の
立
体
駐
車
場
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
を

消
火
剤
と
す
る
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
が
誤
操

作
に
よ
り
放
出
さ
れ
、
死
者
一
名
、
負
傷
者
十

名
を
出
す
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。 

事
故
事
例
２

　

令
和
３
年
、
東
京
都
港
区
に
お
い
て
、
二
酸

化
炭
素
消
火
設
備
に
係
る
消
防
設
備
点
検
資
格

者
に
よ
る
点
検
実
施
中
に
二
酸
化
炭
素
が
放
出

さ
れ
、
死
者
二
名
、
負
傷
者
一
名
を
出
す
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
事
例
３　

　

令
和
３
年
、
東
京
都
新
宿
区
の
共
同
住
宅
の

機
械
式
駐
車
場
に
お
い
て
、
機
械
式
駐
車
場
内

の
天
井
ボ
ー
ド
の
張
替
え
工
事
中
に
、
機
械
式

駐
車
場
内
に
二
酸
化
炭
素
が
放
出
、
死
者
四
名
、

負
傷
者
二
名
を
出
す
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　　

万
一
放
出
さ
れ
た
場
合
は
、
自
分
の
命
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
漏
れ
た
消
火
剤
を
吸
い
込
ま

な
い
よ
う
、
速
や
か
に
退
避
し
、
む
や
み
に
近
づ

か
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

（
警
備
防
災
部
会　

吉
村　

英
樹
）

近
畿
地
区
本
部
だ
よ
り

●
第
16
回
ビ
ル
メ
ン
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
の
お
願
い

　
・
テ　

 

ー 　
マ　
『
未
来
の
お
そ
う
じ　
〜
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
私
た
ち
の
環
境
〜
』

　
・
応
募
期
間　
7
月
15
日
（
金
）
〜
9
月
16
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

　
・
応
募
対
象　
小
学
生
及
び
幼
児　
１
人
１
点
：
八
つ
切
り
画
用
紙
（
27
㎝×

38
㎝
）　

　
・
応
募
方
法
等　
全
国
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ https://w

w
w
.j-bm

a.or.jp/concours_top/ 

）

　
　
を
ご
確
認
の
上
、
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〈
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
ア
リ
〉

　
　
詳
細
は
下
記
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
第
16
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
特
設
サ
イ
ト

　
　https://w

w
w
.j-bm

a.or.jp/concours_top/

●
空
気
調
和
用
ダ
ク
ト
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
主
催
）
開
催
の
お
知
ら
せ

　
「
建
築
物
空
気
調
和
用
ダ
ク
ト
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
」
開
催
の
案
内
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、   

Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（ https://w

w
w
.jadca.jp/info/training/sagyo/duct_seiso.htm

l 

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
第
46
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　
2
0
2
2
年
８
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
第
46
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
は
昨
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
再
拡
大
の
状
況
を
鑑
み
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
皆
様
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
卒
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委 

員 

会  

・  

部  

　
会

■
広
報
委
員
会
　
8
月
4
日
（
木
）
出
席
者
5
名  

協
会
８
階  

小
会
議
室

　
議
案
①　
こ
み
ゅ
に
け
〜
し
ょ
ん
ず
1
0
0
号
の
編
集
、
校
正
に
つ
い
て

　
議
案
②　
Ｏ
Ｂ
Ｍ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
8
月
18
日
（
木
）
出
席
者
6
名  

協
会
８
階  

中
会
議
室

　
議
案
①　
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
８
月
号
の
編
集
、
校
正
に
つ
い
て

　
議
案
②　
こ
み
ゅ
に
け
〜
し
ょ
ん
ず
1
0
0
号
の
編
集
、
校
正
に
つ
い
て

　
議
案
③　
Ｏ
Ｂ
Ｍ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

■
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会
　
6
月
21
日
（
火
）
出
席
者
20
名  

協
会
８
階  

研
修
室

　
議
案
①　
万
博
マ
ニ
ュ
ア
ル
最
終
確
認
に
つ
い
て

　
議
案
②　
避
難
所
衛
生
管
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
12
日
（
火
）
出
席
者
17
名  

協
会
８
階  

研
修
室

　
議
案
①　
万
博
マ
ニ
ュ
ア
ル
最
終
確
認
に
つ
い
て

　
議
案
②　
避
難
所
衛
生
管
理
に
つ
い
て

■
警
備
防
災
部
会
　
6
月
29
日
（
水
）
出
席
者
14
名  

協
会
８
階  

研
修
室

　
議
案
①　
全
体
集
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
消
防
体
験
教
室
に
つ
い
て

　
議
案
③　
見
学
会
に
つ
い
て

　
議
案
④　
講
演
会
に
つ
い
て

　
議
案
⑤　
事
故
事
例
集
の
作
成
に
つ
い
て

■
設
備
保
全
部
会
　
7
月
19
日
（
火
）
出
席
者
18
名  

協
会
８
階  

研
修
室

　
議
案
①　
各
小
委
員
会
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
②　
東
西
交
流
会
に
つ
い
て

2022年 8 月25日発行
OBM MONTHLY

OBMマンスリー 2022. 8月号　2

事
務
局
よ
り
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知
ら
せ



「
や
っ
て
い
る
」
と
「
で
き
て
い
る
」

福

森

康

昭

理
　
事

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

　
月
刊
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
五
月
号
〝
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

ト
イ
レ
の
中
に
〞
コ
ラ
ム
欄
で
、「
や
っ
て
い
る
」
と
「
で

き
て
い
る
」
は
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃

で
一
部
行
き
届
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
箇
所
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
お
客
様
の
視
点
で
の
苦
言
を
呈
す
る
も

の
で
し
た
。

　
私
も
部
下
に
対
し
て
「
こ
れ
や
っ
と
い
て
」
と
言
い

ま
す
が
、
結
果
が
必
ず
し
も
自
分
の
思
い
通
り
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
三
十
歳
の
頃
、
上
司

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
関
し
て
「
指
示
し
ま
し
た
」「
言

い
ま
し
た
」
な
ど
と
返
答
す
る
と
、「
そ
の
結
果
（
で
き

て
い
る
か
を
）
を
聞
い
て
い
る
の
だ
。
す
ぐ
に
確
認
し

な
さ
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
三
十
年
以
上
経
過

し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
自
分
も
部
下
に
対
し
て
同
じ

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
の
部
下
の
中
に
も
、
何
人
か
気
の
利
く

人
が
い
ま
す
。
私
は
比
較
的
声
が
大
き
い
ほ
う
な
の
で

す
が
、「…

に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
デ
ー
タ
を
出
し
て
く
だ

さ
い
」
と
A
君
に
言
う
と
、
B
君
も
話
の
内
容
を
聞
い

て
お
り
、
す
ぐ
に
「
デ
ー
タ
を
出
し
ま
し
た
」
と
言
っ

て
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、「
こ
れ
で
は
内
容
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
て
く
だ

さ
い
」
と
C
君
に
言
う
と
、
D
君
が
「
私
が
詳
細
を
調

べ
た
結
果
は
、
こ
れ
で
す
」
と
補
足
資
料
を
す
ぐ
に
出

し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
か
ら
思
う
と
、
三
十
年
前
に
も
私
の
周
り
に
は
こ

の
よ
う
に
気
が
利
く
人
が
い
た
の
で
す
が
、
自
分
は
気

が
利
か
ず
余
裕
も
な
か
っ
た
の
で
、
何
も
気
づ
か
ず
今

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、

「
や
っ
て
い
る
」
と
「
で
き
て
い
る
」
の
違
い
を
少
し
で

も
多
く
の
部
下
に
伝
え
る
こ
と
が
私
の
務
め
で
あ
る
と

考
え
、
頑
張
り
ま
す
。

●排水管清掃作業監督者（再）
　10 月 20 日木～ 10 月 21 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　８月 30 日火～９月５日月

●防除作業監督者（再）
　11 月 15 日火～ 11 月 16 日水
　11 月 17 日木～ 11 月 18 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　９月 22 日木～９月 29 日木

（公財）日本建築衛生管理教育センター
　　講習会予定

《教育センターだより》

事務局からのお知らせ

※ 申込期間中、早めにお申し込み下さい。
　 詳細・用紙のダウンロード・お申し込みは
　 公益財団法人日本建築衛生管理教育センターへ。

ホームページ http://www.jahmec.or.jp/
ＴＥＬ 06-6836-6605

【設備教育用DVD】レンタルサービスに新作追加

◆DVDレンタルサービスラインナップ　この度、設備保全部会は、大阪ビルメンテナンス協会会員向けに
技術者教育、安全教育、新規配置者教育などの補助教材として活用
していただく為の「設備教育用 DVD レンタルサービス」に新作を追
加いたします。
　今回追加したDVDは、消防用設備関連を中心に追加しましたので、
設備管理業務だけではなく、警備業務の教育でも活用いただけると
幸いです。
　利用方法は OBM 協会事務局へ電話またはメールにて申し込み後、
所定の申込書を提出して受け取り、ご利用後は事務局へ返却の流れ
となります。
　今後も設備保全部会では、ビルメンテナンス業界の更なる安全・
品質向上に寄与できるように、様々な情報発信をしていきたいと思
います。
　また他に設備保全部会へのご要望がございましたら、ドシドシお
申し出ください。
　それでは「ご安全に！」 ◆当サービスの詳細は、OBMホームページ会員専用ページのコンテンツを参照ください。◆

消防設備の操作要領
DVD イザ！というときに役立つ 消防用設備等の取り扱い
DVD 「火事だ！その時あなたは大丈夫？」
DVD 「火災事例に学ぶ」
消防用設備・施設の日常点検
消防用設備の取扱要領DVD
いのちを守る 病院火災の初期対応
酸欠を甘く見るな！
二次災害の防止と一次救命処置～酸欠災害から学ぶ～
【2019 年】改訂DVDで早わかり労働安全衛生法
※設備管理に関する他の技術DVDの情報をお持ちであれば、OBM事務局まで
　ご連絡をお願い致します。

＼委員会からのお知らせ／

●経営委員会
・2022 年 9 月講演会開催のご案内
　演題：「SDGｓとビルメン企業」
　日時：９月 12 日月13 時 30 分～ 16 時 00 分
　定員：40 名
　会場：大阪ビルメンテナンス協会８階  研修室

●労務委員会
・2022 年９月労働衛生大会開催のご案内
　日時：9月 13 日火 13 時 30 分～ 16 時 50 分
　定員：250 名
　会場：ドーンセンター８階ホール
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OBM行事予定
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土

日

月

火

水

木

金

土
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月
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夏
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
る
公
園
で
の
ラ
ジ

オ
体
操
。
う
ち
の
近
所
の
公
園
で
も
夏
休
み
に

な
る
と
子
供
た
ち
が
六
時
半
に
公
園
に
集
ま

り
、   

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
放
送
の
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
の
歌
が
流
れ
ま
す
。「
新
し
い
朝
が
来
た

希
望
の
朝
だ　

喜
び
に
胸
を
広
げ　

大
空
あ
お

げ　

ラ
ジ
オ
の
声
に…

」
と
い
う
歌
で
、
今
で

も
歌
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

五
十
数
年
前
の
自
分
の
少
年
時
代
を
思
い
返

し
て
み
る
と
、
奈
良
の
片
田
舎
で
生
ま
れ
育
っ

た
の
で
、
公
園
な
ど
と
い
う
お
洒
落
な
も
の
は

な
く
、
村
の
小
さ
な
お
寺
の
境
内
に
近
所
の
悪

ガ
キ
が
集
ま
っ
て
、
ダ
ル
そ
う
に
ラ
ジ
オ
体
操

を
や
っ
て
、
そ
の
ま
ま
家
に
帰
ら
ず
に
山
に
カ

ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
を
取
り
に
行
く
と
い
う
の

が
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
し
た
。

　

さ
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、
第
一
と
第
二
の

二
種
類
の
体
操
（
ほ
ん
ま
は
第
三
も
あ
る
）
が

あ
り
ま
す
が
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
第
一

の
み
で
、
小
学
校
や
中
学
校
で
の
体
育
の
授
業

の
準
備
体
操
も
第
一
の
み
で
し
た
。
ラ
ジ
オ
体

操
の
第
二
は
高
校
生
の
体
育
で
初
め
て
や
ら
さ

れ
た
の
で
す
が
、
結
構
動
き
が
難
し
く
て
、
体

育
委
員
だ
っ
た
私
は
、
み
ん
な
の
前
で
体
操
を

や
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
よ
く
逆
の
動
き
を
し
て
、

失
笑
を
買
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
今
も
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
ラ
ジ
オ
の
音
声

の
み
で
体
操
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
無

理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
今
は
「
テ
レ

ビ
体
操
」
や
「
み
ん
な
で
筋
肉
体
操
」
と
い
っ

た
動
画
を
見
な
が
ら
そ
の
動
き
を
再
現
す
る
と

い
う
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
お
り
、
う
ち
の
孫

が
小
学
生
に
な
る
頃
に
は
、
学
校
で
も
Y
o
u 

T
u
b
e
や
T
i
k 

T
o
k
を
見
な
が
ら
体
操

す
る
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

…

知
ら
ん
け
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｍ
）　

「
ラ
ジ
オ
体
操
」

.................................................................................................................

ビル設備管理技能検定１・２級（実技、～ 30日）

ビル設備管理技能検定（１級実技ペーパー／１・２級学科試験）
ビルクリーニング技能検定随時３級（～６日）

ビルクリーニング技能検定基礎級（～８日）

建築物排水管清掃従事者研修（大阪会場）

病院清掃受託責任者講習②（大阪国際会議場）
ビルクリーニング技能検定随時３級

建築物清掃管理評価（インスペクター）資格者講習会①
（大阪科学技術センター、～ 21日）

KKC定期清掃研修

令和 4年 10 月以降に「令和 4年度 警備員現任教育」を開催いたします。詳細
は、ＫＫＣホームページ（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。
令和 4年 10 月以降に「令和 4年度 警備員現任教育」を開催いたします。詳細
は、ＫＫＣホームページ（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

8月・9月8月・9月8月・9月Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　～講習会のご案内はホームページで随時お知らせいたします～

電　話：０６－６８３６－７６５１　ＦＡＸ：０６－６８３６－７６５３
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：https://www.bmkkc.or.jp/

万博推進委員会全体会議

三役会議・理事会

賛助会世話人会

経営委員会　　　　
外部精度管理実施説明会（ハイブリッド形式）

労働衛生大会（ドーンセンター）

公益・契約委員会

敬老の日

経営委員会

広報委員会　　環境衛生委員会　　青年委員会

清掃作業従事者研修

秋分の日

●令和 4年度　警備員現任教育

「令和 4 年度　警備員現任教育」は下記の日程で 10 回実施いたします。「教育実施証明書」は、受講された

時間分で当日交付いたします。

会場は全てエル・おおさかの視聴覚室です。収容率 50％で実施しますので、残席わずかな日程もございます。

ご希望の方はお早めにお申し込みください。

■基本教育 (4H)

＜会場＞ 全てエル・おおさか　　

＜時間＞ 全て 9時 25 分～ 14 時 40 分

①10 月 4 日（火）　　②11 月 21 日（月）　　③11 月 22 日（火）　　

④12 月 14 日（水）　　⑤12 月 15 日（木）　　

■業務別教育 (6H)

＜会場＞ 全てエル・おおさか　　

＜時間＞ 全て 9時 25 分～ 17 時

⑥10 月 3 日（月）　　⑦11 月 7 日（月）　　⑧11 月 8 日（火）　　

⑨12 月 12 日（月）　　⑩12 月 13 日（火）　　

●外国人技能実習制度における養成講習

外国人技能実習制度における養成講習です。

「生活指導員講習」　　　

＜日 時＞ 10 月 24 日（月）10 時 30 分～ 16 時 50 分

＜対 象＞ 企業内生活指導員

「技能実習指導員講習」　

＜日 時＞ 10 月 25 日（火）10 時～ 17 時 20 分

＜対 象＞ 企業内技能実習指導員

「技能実習責任者講習」　

＜日 時＞ 10 月 26 日（水）10 時～ 17 時 50 分

＜対 象＞ 企業内技能実習責任者

＜会 場＞ 3 日間共　奈良市・( 一社 ) 奈良県経済倶楽部

　　　　 ※近鉄奈良駅の駅前です。

＜申 込＞ ＨＰにて受付中。

※申込締切日は 10/11 ですが、定員になり次第締め切らせていただきます。

『おたより紹介』のコーナーへの投稿を募集しています
●題材…自由。
　協会への提言、季節雑感、詩、短歌、俳句、川柳等々、何でも結構です。
●字数…15 字 ×16 ～ 19 行の間に、本文、会社名、筆者名を全て記
入して下さい。

おたより紹介コーナーおたより紹介コーナー
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